
事業者名：クズミ電子工業株式会社　事業年度：27年度

当社は創業以来、同時期に誕生したマイクロコン
ピュータとともに歩んできた。モータードライバーや制
御NC装置の開発・製造からスタートし、PLCのNC
ユニット、PC拡張ボード、通信ユニットなど数多くの
組込み製品を開発・製造してきた。お客様のご要望
に100%応えるべく、お客様のシステム全体を理解し
最善のご提案ができるよう、時には先回りをして研究
開発を行い、技術を提供している。製造設備は自
社保有しており、部品調達から製品の製造及び調
整まで一貫して提供できる体制となっている。製造
現場のノウハウを設計にフィードバックすることで、品
質、コスト、納期全てにおいて質の高い製品を提供
できるよう努力している。

当社が持つ技術と明確な市場ニーズを踏まえ、不足
している領域に果敢に取組んで、市場を自ら創りあ
げた。自社の強みや立ち位置を的確に判断し、経
営上取組むべきことが明確に整理されている点が非
常に印象的である。外部環境の変化を捉えて成長
の波に乗るために必要な布石を打つことの重要性を
改めて学びたい事例である。
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▲課題解決に取組んだ開発部隊

ギ
ー
効
率
を
改
善
し
て
発
熱
量
自
体
を
引

き
下
げ
る
こ
と
で
課
題
を
解
決
し
ま
し
た
。

　

現
在
で
は
継
続
的
な
受
注
生
産
体
制

が
整
い
、
利
益
が
出
せ
る
手
前
ま
で
来
ま

し
た
。
開
発
を
通
じ
て
高
圧
電
力
に
関

連
す
る
基
礎
技
術
が
習
得
で
き
た
結
果
、

様
々
な
要
素
技
術
を
組
み
合
わ
せ
応
用

す
る
こ
と
で
、
新
規
顧
客
に
も
主
導
的
な

提
案
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
大

容
量
充
電
器
は
顧
客
毎
に
細
か
い
カ
ス
タ

マ
イ
ズ
が
必
要
な
た
め
、
大
手
に
比
べ
小
回

り
が
利
い
て
受
託
開
発
に
も
対
応
で
き
る

当
社
の
ほ
ぼ
独
占
状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

技
術
力
を
高
め
、外
部
環
境
の

変
化
に
挑
戦
し
続
け
る

　

今
後
は
、
創
業
以
来
の
柱
で
あ
る
組

込
み
機
械
向
け
マ
イ
ク
ロ
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
技

術
（
弱
電
系
）
と
新
た
に
獲
得
し
た
高

圧
電
力
（
強
電
系
）
技
術
を
併
せ
持
つ

強
み
を
活
か
し
て
、
扱
い
が
難
し
い
リ
チ

ウ
ム
イ
オ
ン
へ
の
対
応
や
、
全
体
を
シ
ス
テ

ム
と
し
て
提
案
・
開
発
す
る
体
制
を
強

化
し
て
い
き
ま
す
。
世
の
中
の
変
化
が
激

し
い
中
、
多
額
の
投
資
は
躊
躇
し
ま
す
が
、

挑
戦
し
な
い
と
生
き
残
れ
ま
せ
ん
。
そ
の

意
味
で
も
の
づ
く
り
補
助
金
は
非
常
に
助

か
っ
て
い
ま
す
。
技
術
・
ノ
ウ
ハ
ウ
の
獲
得

が
最
終
ゴ
ー
ル
な
の
で
、
試
作
開
発
の
手

続
き
も
、
よ
り
簡
素
化
さ
れ
る
と
嬉
し
い

で
す
ね
。

産
業
用
蓄
電
シ
ス
テ
ム
で
独
壇
場
を
築
き
、

市
場
拡
大
で
更
な
る
発
展
へ

受
注
に
向
け
て
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
だ
っ
た
大
容
量
充
電
器
を
基
板
か
ら
自
社
開
発
し
製
品
化
。
工
場
内
で
活
躍
す
る

産
業
機
械
向
け
の
蓄
電
シ
ス
テ
ム
市
場
で
事
実
上
の
独
占
状
態
を
築
い
た
。
従
来
の
コン
ト
ロ
ー
ルユニッ
ト
技
術
に
加
え
、

今
後
大
き
な
市
場
の
伸
び
が
期
待
で
き
る
産
業
用
蓄
電
の
技
術
も
獲
得
し
た
。

事業テーマ：産業機械向けEDLC用急速充電器の開発

▲導入した動作検証用の装置

4
Case

ニ
ー
ズ
を
見
極
め
必
要
な

機
器
を
基
板
か
ら
自
社
開
発

　

ク
リ
ー
ン
な
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用

が
注
目
さ
れ
、
需
要
が
大
き
い
自
動
車
分

野
で
は
様
々
な
蓄
電
装
置
が
製
品
化
さ
れ

て
い
ま
す
。
一
方
、
工
場
内
で
稼
働
す
る

産
業
工
作
機
械
向
け
と
い
っ
た
市
場
が
小

さ
い
分
野
で
は
開
発
が
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

当
社
が
7
、
8
年
前
か
ら
取
り
扱
っ
て
き

た
E
D
L
C
（
電
気
二
重
層
コ
ン
デ
ン
サ
）

を
用
い
れ
ば
、
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
よ

り
寿
命
が
長
く
一
度
に
大
量
の
電
流
を
流

せ
る
軽
量
の
蓄
電
装
置
は
作
れ
る
の
で
す

が
、
必
要
な
大
容
量
充
電
器
が
な
い
た
め

に
シ
ス
テ
ム
と
し
て
提
供
で
き
ず
、
受
注

に
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
充
電

器
を
基
板
か
ら
自
社
開
発
す
る
計
画
を

立
て
、
動
作
検
証
に
必
要
な
装
置
を
補

助
金
で
導
入
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

試
行
錯
誤
し
課
題
を
解
決
、

関
連
基
礎
技
術
も
習
得
へ

　

開
発
で
最
も
苦
労
し
た
の
は
発
熱
の
処
理

で
す
。
30
キ
ロ
ワ
ッ
ト
も
の
大
容
量
な
の
で
、

1
パ
ー
セ
ン
ト
で
も
発
熱
に
回
る
と
ホ
ッ
ト
プ

レ
ー
ト
1
枚
分
に
相
当
す
る
3
0
0
ワ
ッ

ト
に
も
な
って
し
ま
い
大
変
危
険
で
す
。
改

め
て
文
献
レ
ベル
か
ら
検
討
を
重
ね
、
エ
ネ
ル

▲産業用蓄電システムで市場創出

会社名 クズミ電子工業株式会社

事業計画の概要

開発に当たっては、発熱の処理に苦労した。大容量であるためわずかなエネルギー効率ロスが大
きな発熱量につながった。放熱の効率化に加え、発熱量自体を抑えるため文献まで当たり直して
エネルギー効率を改善する工夫を積み重ね、課題を解決。出荷製品の品質を確保するため、交
直流回生電子負荷装置を補助金で購入し、実負荷と同等の試験を機動的に行うことができた。

補助事業のきっかけ

産業機械用の蓄電システム実現に必要な大容量充電器が標準製品として存在せず、失注に繋がっ
ていた。蓄電装置そのものは自社が取り扱ってきた部材で生産できることから、ボトルネックになっ
ていた大容量充電器を基板から自社開発することにした。

事業化状況

補助事業終了後、購入した機械装置は直ちに生産転用した。製品は受注が続いており、売上に大
きく寄与しているほか、初期投資の回収を終えて間もなく利益に貢献する見込みである。

も
の
づ
く
り
技
術

革
新
的
サ
ー
ビ
ス

一
般
型
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